卒業論文の書き方
□　過去形

　終わったことなので、過去形で書く。

　　フォーリン・デニス法で測定する。⇒フォーリン・デニス法で測定した。

□　序論の書き方

　読んでおくように指定した論文を元に、それらをまとめる。

　序論で、この論文で実証したいことを書く。

　　

□　方法の書き方

　次に実験をしたいと思った人が、これを読んで実験できるように、具体的に書く。試薬の作り方など具体的に。写真を多用すると良い。とくに試料は、写真で説明する。

□　結果の書き方

　結果は、淡々と記述する。感想は書かない。形容詞も具体的に記す。

　　×　　AはBに比べすごく多かった。

　　○　　AはBに比べ20％多かった。

□　考察の書き方

　序論と対応させて書く。この論文で何が明らかになったかということを明確に記す。

■　他人の物真似をしない

　過去の論文は、参考にしても真似しない。他人の論文を真似するとそれ以上には絶対にならない。

■　卒論の評価は、普段点3分の１、論文3分の１、口頭発表3分の1です。
口頭発表の仕方
□　接続詞を使う

　・・・・でした。そこで次に・・・しました。というように接続詞をうまく使うと聞きやすい。

□　デフォルメした図表

　　強調したい結果を、デフォルメした図表を使うと効果的。

　　活字の大きさを変えたり、色を変えたりすると良い。

□　方法は簡単に

　　これを聞いて実験をする訳で無いので、方法は簡単に。

　　実験のレポートでは無いので、何を何ml使ったというような具体的数字は要らない。

□　原稿の棒読みはしない

　　原稿は読んでもよいが、棒読みはしない。時々は原稿から目を離して聴衆に語りかける。

□　スライドの切り替えは次の発表グループに任せる

　　スライドの切り替えは、次の発表グループに任せるので打合せを念入りに。

□　ポインター

　　話しているところをポインターで指示する。ポインターは常に点灯しておく。
■　プレゼンテーションは完璧に

　　口頭発表は、プレゼンテーションといって会社では必須です。完璧になるまで何度でも練習をしてもらいます。

■　服装はリクルートスーツに限らない

　　服装も最高のおしゃれをしましょう。リクルートスーツでない方がベターです。おしゃれなスーツがベスト。持っていなければリクルートスーツでも構いませんが、アクセサリーとかスカーフを使いましょう。

■　先輩に学ぼう

　　旧い先輩の発表のVTRがあります。参考にしましょう。旧い方がベター。最近の発表はイマイチ・・。特に昨年は。
